
トルコ・タイル（1,260円～）、邪視除けのお
守り　ナザルポンジュク（840円）
トルコ絨毯の模様をあしらったポーチ（630
円～）、ニメット工房の小鉢（1,575円～）
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企
画
展

「
水
の
器
──
手
の
ひ
ら
か
ら

地
球
ま
で
」

生
命
の
根
源
、水
。民
博
所
蔵
の
様
々

な
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
地
球
規

模
ま
で
、
器
を
通
し
て
人
と
水
の
問

題
を
幅
広
く
考
え
ま
す
。

会
期　
三
月
二
五
日
（
木
）
～
六
月

二
二
日（
火
）

会
場　
常
設
展
示
場
内

「
伊
勢
の
染
型
紙
―
映
像
と

実
物
に
み
る
匠
の
技
―
」

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
小
紋
染
め

に
は
、
お
も
に
伊
勢
で
作
ら
れ
た
伊

勢
型
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。映

像
資
料
と
と
も
に
型
紙
を
展
示
し
、

伝
統
の
技
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
三
月
二
五
日
（
木
）
～
六
月

二
九
日（
火
）

会
場　
常
設
展
示
場
内

春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇一〇
年「
西
ア
ジ
ア
再
発
見
」

大
村
次
郷
写
真
展　 

「
西
ア
ジ
ア
、祈
り
の
風
景
」

会
期　
三
月
三
〇
日（
火
）ま
で

場
所　
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

観
覧
料　
無
料

じ
ゅ
う
た
ん
を
つ
く
ろ
う
！

「
じ
ゅ
う
た
ん
を
織
ろ
う
！
」

実
施
日　
三
月
二
七
日
（
土
）
ま
で

の
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日

時
間　
一
一
時
～
一
二
時

　
　
　
一
三
時
～
一
六
時

会
場　
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

「
じ
ゅ
う
た
ん
を
仕
上
げ
よ
う
！
」

実
施
日　
三
月
二
八
日（
日
）

時
間　

一
〇
時
三
〇
分
～
一
六
時

三
〇
分

会
場　
本
館
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・

屋
外

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

絵
本
読
み
聞
か
せ

「
絵
本
で
旅
す
る
、詩
の
国
イ
ラ
ン
」

実
施
日　
三
月
二
〇
日（
土
）、
二
一

日（
日
）

時
間　
一
一
時
、一
五
時

会
場　
西
ア
ジ
ア
展
示
場

※
参
加
無
料
。要
観
覧
券
。

上
記
、イ
ベ
ン
ト
の
お
問
い
合
わ
せ

情
報
企
画
課
情
報
企
画
係

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
五
三
二

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

研
究
公
演

「
ア
ラ
ブ
・
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
宮
廷
音

楽
の
馨か
お
り
―〈
モ
ロ
ッ
コ
の
花
〉ア

ミ
ナ
・
ア
ラ
ウ
ィ
の
典
雅
な
歌
声
」

実
施
日　
三
月
二
二
日（
月
・
振
休
）

時
間　

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時

（
開
場
一
三
時
）

会
場　
講
堂

※
参
加
無
料
。要
申
込
。　

申
し
込
み
締
切
り

三
月
四
日（
木
）必
着

お
問
い
合
わ
せ

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

電
話 
〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
一
〇

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

「
映
像
に
見
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の〈
周
縁
〉」

若
手
人
類
学
者
の
民
族
誌
映
画

上
映
会

実
施
日　
三
月
七
日（
日
）

時
間　

一
〇
時
五
〇
分
～
一
六
時

四
〇
分（
開
場
一
〇
時
三
〇
分
）

会
場　
第
五
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ

研
究
協
力
課
研
究
協
力
係

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
〇
九

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
：
商
品
が
運
ぶ
物
語
」

実
施
日　
三
月
二
日（
火
）

時
間　

一
〇
時
三
〇
分
～
一
七
時

四
五
分（
開
場
一
〇
時
）

会
場　
講
堂

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ

鈴
木　
紀
研
究
室

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
三
四
〇

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
未
来

社
会
―
北
欧
の
思
想
と
実
践
―
」

実
施
日　
三
月
六
日（
土
）

時
間　

一
三
時
～
一
七
時
（
開
場

一
二
時
三
〇
分
）

会
場　
講
堂

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

■
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
広
が
る
教
育
空
間
―
子
ど
も
た
ち
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
か
ら
考
え
る
―
」

実
施
日　
三
月
七
日（
日
）

時
間　
一
〇
時
～
一
七
時
（
開
場
九

時
三
〇
分
）

会
場　
第
四
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
。要
申
込
。

お
問
い
合
わ
せ

鈴
木
七
美
研
究
室

電
話 

〇
六―

六
八
七
八―

八
二
九
〇

公
開
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
と
川
喜
田
二
郎
」

実
施
日　
三
月
二
七
日（
土
）

時
間　

一
四
時
～
一
六
時
三
〇
分

（
開
場
一
三
時
三
〇
分
）

会
場　
第
五
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
。申
込
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ

南
真
木
人
研
究
室

電
話 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
九
八

公
開
ダ
ン
ス・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

「
影
で
出
会
う
・
影
で
つ
な
が
る
」

実
施
日　
三
月
二
一
日（
日
・
祝
）

時
間　
一
三
時
～
一
七
時

実
施
日　
三
月
二
二
日（
月
・
振
休
）

時
間　
一
〇
時
～
一
五
時

会
場　
特
別
展
示
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
日
程
は
ご

自
由
に
見
学
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ダ
ン
ス
創
作
と
発
表
へ
の
参
加
に

つ
い
て
は
申
込
制
（
無
料
・
定
員

一
五
名
）と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
締
切
り

三
月
五
日（
金
）必
着

お
問
い
合
わ
せ

情
報
企
画
課
情
報
企
画
係

電
話 

〇
六―

六
八
七
八―

八
五
三
二

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ　
　

　
三
月
一
四
日
（
日
）
は
万
博
公
園

ふ
れ
あ
い
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
常
設

展
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
音
楽
展
示
・
言
語
展
示
を
改
修

し
て
い
ま
す

期
間　
三
月
二
三
日（
火
）ま
で（
予
定
）

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
み
ん
ぱ
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会場　国立民族学博物館 講堂
時間  13:30～15:00（13:00開場)
定員  450名（当日先着順）
参加費　無料
展示場をご覧になる方は、観覧料が必
要です。

第382回　3月20日（土）
トンガの王様と民主主義
講師　須藤 健一（館長）
王権・貴族制と国民主権・代表民主
制とが並存するオセアニアで唯一の
王国、トンガ。９世紀に系譜をたどれ
る王家が社会経済的特権を独占して
いますが、国王は国民からあつく敬ま
われています。この王国で起きている
民主化運動をとおして、21世紀の島
嶼世界に生きる人びとの生活戦略を
みていきます。

第383回　4月17日（土）
ことばの宇宙を届けたい─新
しい言語展示の表話・裏話─ 
講師　菊澤 律子（先端人類科学研究部准教授）
１人でも多くの人にことばの世界の
楽しさを伝えたい。できるだけ多くの
人に世界のことばのことを知って欲
しい。そんな民博の言語学者の想いが
３月末、「言語展示」という形になり
ます。展示の設計のプロセスや装置開
発に関するエピソードを、展示場に入
りきらなかったことばのおはなしと
一緒にご紹介します。

「春のみんぱくフォーラム2010年
西アジア再発見」に関連し、引き続き
ショップでは、トルコ・イラン・パレ
スチナやエジプトなどの地域から届
いたグッズを集め、コーナーを設けて
います。
　チューリップなどトルコの伝統的

な模様が描かれたタイル、古くからあ
る技法をいかしつつも若手アーティ
ストが斬新なデザインを施した色鮮
やかな小鉢、そのほか織物、装飾品、ガ
ラス製品に至るまで、見て、使って、触
って楽しい品々を数多く取りそろえ
ております。
　フォーラムで「再発見」した魅惑的
な西アジアの世界を、ショップのグッ
ズで自宅へお持ち帰りください。

友の会 みんぱくゼミナール

ミュージアム・ショップ

　　　　　　    刊行物紹介

国立民族学博物館友の会
電話  06 -6877-8893　ファックス  06 -6878 -3716

電話でのお問い合わせは月曜～金曜日９時から17時までにお願いします。
http://www.senri-f.or.jp/　E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

国立民族学博物館 ミュージアム・ショップ
電話  06 -6876 -3112

ファックス  06 -6876 -0875
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ

「World Wide Bazaar」
http://www.senri-f.or.jp/shop/

E-mail shop@senri-f.or.jp

大阪
第383回　5月1日（土）

一つの列島、二つの国家、三つの文化

講師　佐々木利和（先端人類科学研究部教授）
時間●14：00～ 15：30
会場●国立民族学博物館　
 第5セミナー室
定員●96名（当日先着順。会員証提示）

■吉岡政德 監修／遠藤央・印東道子・梅﨑昌
裕・中澤港・窪田幸子・風間計博 編

『オセアニア学』
京都大学学術出版会　定価　7,350円（税込）
太平洋の島々とオーストラリア大陸を対象
とする人類学研究者に
よる最新の研究成果。
環境と開発、健康、近
代化、アイデンティテ
ィなど、フィールドワ
ークにもとづいた研究
成果が豊富に盛り込ま
れている。

■塚田誠之　責任編集
『民博通信』2009 No.126 
特集　国境の人びと―中国南北にお
ける人の移動と交流
■杉本良男　責任編集

『民博通信』2009 No.127 
特集　人類学とキリスト教

東京
第93回　5月22日（土）

東アジアのシルクロード─人びとをつ
なぐ河の道
講師　佐々木史郎（研究戦略センター教授）
時間●14：00～ 15：30　
会場●JICA地球ひろば
 セミナールーム301
定員●60名（要申込。下記まで）

友の会講演会
●大阪と東京で館長講演会を開催
文化人類学に生きる─館長就任1周年を迎えて
講師  須藤健一（館長）
私は文化人類学を新しい学問として学んだ世代です。文化人類学が社会にど
のような貢献をしてきたのか、そしてこれから何ができるのかについて、民
博設立への流れもふまえて考えてみましょう。
大阪
日時●4月3日（土）14：00～15：30
会場●国立民族学博物館　
  第５セミナー室
定員●96名（当日先着順。会員証提示）

東京
日時●4月10日（土）14：00～15：30
会場●JICA地球ひろば
 セミナールーム301
定員●60名（要申込。下記まで）




